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＜病棟連絡事項＞
・認知症の研修日精協の研修希望する人は中野JGMへ報告をして下さい。
・退院を勧めるよう各主治医から指示が出ている患者様がいます。受け持ちNsは責任をもって退院に向けての準備を行ってください。
＜患者様連絡事項＞
・河村　哲久様～新しい保険証が届き医事へ提出しています。保健証は本人に管理してもらいます。
・竹内　恒子様～任意入院に関する書類のスキャン済です。また、入院診療計画書の入院期間は6ヶ月との事で入力して印刷しています。本人からサインをもらいスキャンをかけます。
・飯岡　未来様～不穏時のコントミン10回分処方となっています。
・小田　タネ様～深澤Drへ不眠時のゾルピデム酒石酸塩ＯＤ錠の処方と7/29からの臨時薬処方依頼しています。
・佐藤　暹様～疼痛時のロキソプロフェンとレバミピドの処方と7/29～の臨時薬処方依頼しています。また以前持参薬だった内科薬も日付を合わせて一緒になるように処方依頼しています。
・中居　亮子様～ケアマネージャーを探すよう依頼していましたが、直接長根の森のケアマネと家族様が連絡を取りあい、長根の森のデイサービスを利用しないのであればケアマネも引き受けれないとのことで、新しいケアマネを決めていく事となっています。理解力が乏しいのかなかなか退院に繋がらない様子があります。
　　　　　　　　　本日生協のデイサービスさるかどしたでケアマネージャーを決めてもらったと報告がありました。
病院の相談員と直接話をしたいと要望がありますので連絡が入った際は対応をお願いします。

・三浦　綾子様～使い方の乱雑さは無いですが、買い物の上限決まっていない為、年金収入の為本人と話し合い金額を5,000円位設定していく予定です。
＜要注目ケース検討＞
・佐藤　暹様～食事は概ねとれています。身体不調の訴えは無く幻聴妄想の訴えも聞かれていません。昨日日中、呼吸苦や黄色痰を気にする発言、坐骨神経痛等の身体不調の訴えが多く船場Dr診察し、異常が無い為離床を勧められています。本日は幻聴妄想及び身体不調無く食事も概ね摂取できています。
・高柳　和子様～食事は摂取出来ています。独語や棟内徘徊は見られているが危険行為なく経過右足の腫脹軽減傾向です。夜間交替時より覚醒後不眠で経過している。本日は朝叫び声を上げる様子や独語、徘徊続いて見られています。引き続き精神症状の観察をしている。
・金山　辰巳様～指示の点滴は拒否なく実施し、発熱や歩行のふらつきみられていません。下肢に圧痕の残る浮腫認められています。引き続き身体症状の観察をしていきましょう。
・向井　敦子様～昨日から妄想言動著明で不機嫌さ見られています。朝は機嫌良いですが昼前から易怒性や妄想言動聞かれています。他者トラブルに注意し精神症状の観察をしていきましょう。
・松川　順子様～午前中「いじめてくる。みんなが嫌な動作をしてくる」など被害的な発言が聞かれ介入にも理解示せず泣きわめく事あります。
・佐々木　章洋～午前中、周囲の患者様の大声等に反応し不安時服用しています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・馬渡　澄雄様～家族様が入院延長希望していること、方向性が決まっていない事情報提供しています。

本人としては施設やデイケアのように何度も通わなければいけないことはしたくないと拒否あります。

週1回とか月1回の通院程度でいいと話されています。退院先としては兄のところにいく事になると思うと話しています。方向性や退院日について家族様含め面談を設定していく事となっています。

明日からレグテクトが開始となる事本人も了承あり、処方となっています。
・ドースイ美弥様～アルコール依存症治療プログラムの取り組み状況について情報提供する。
外出泊訓練を組んでいくよう指示あり。
断酒の意思で同じ依存症の人のブログを参考に趣味や運動、料理をし規則正しい生活をしていきたいと話している。
天気が良いと飲みたくなると話され、明日よりレグテクトが開始となる事説明し了承あり。
・池田　康憲様～活動性は少ないが落ち着いている事情報提供する。診察では下肢疼痛持続していると話しています。

退院先についても自宅を希望しています。

臨時薬継続処方となっています。
・三浦　綾子様～落ち着いて日課取り組んでいる事情報提供する。本人様より幻聴と耳鳴りが持続していると話され臨時薬リスペリドンOD錠（1）2T　2×→リスペリドンOD錠（2）2T　2×に増量となる。
・清水　志野様～声高に話掛けや妊娠妄想、一方的な訴えを興奮気味に話す事があったこと情報提供しています。

診察では落ち着いた口調で話しているが、被害妄想や妊娠に関する妄想言動が聞かれている。

腰痛訴えフェルビナクスチックが1本処方となる。
・沢田　秋子様～血圧160～170台で経過していること情報提供する。診察時血圧やテレパシーについて主治医が確認すると易怒的になり
「いいんです。高いままで。」「テレパシー病気じゃない。霊感ですよ。神様が全部わかる。」と興奮し話している。
薬継続処方となる。
・泉川　ケイ子様～同室患者様が部屋のドアを閉める為、不眠となっていること情報提供する。
診察では本人は夜間良眠であるが、同室患者様の行動は気になると話されている。
また、テレビでコロナの報道が気になる事を話しているが、終始落ち着いた口調で診察を受けている。
薬継続で処方となる。
疼痛時プレガバリンOD錠（75）10回分処方となる。
・成田　富士子様～歯茎3回/日３Hあけて、昨日ふらつきあったこと、不調訴えあったこと情報提供する。

主治医より疼痛時カロナール1日3回（3時間空けて）使用可の指示あり。

診察では明日モンダミンが届くので痛みは良くなる事話している。

また、女性患者様K・Y様が部屋にくるなど話され、人より嫌な事　　が多く起きることについて不満を述べている。

うまく生きるにはどうしたらいいか淡々と不満を話す様子あり。

薬継続処方となる。
・高柳　和子様～独語・徘徊やトイレに横になり叫ぶ行為があったこと、食事摂取状況について情報提供しています。まとまりの無い言動や独語聞かれています不穏時レボトミン（25）10回分、リスペリドンOD錠（1）5回分処方となる。臨時薬はレボトミン（5）6T→3T、オランザピン（5）1Tとオランザピン（10）1T→オランザピン（10）2T、
ハロペリドール（1.5）3T→ハロペリドール（1）3Tに変更となる。
・吉田　光良様～最近の様子についてと、むせ込み時々あること情報提供する。主治
　　　　　　　　医より妹様と連絡を取り外泊訓練や退院を勧めていくように指示

　　　　　　　　あり。落ち着いて診察を受けており、内服薬継続処方となっていま

　　　　　　　　す。

・大久保　貴之様～男性患者様と口論となりテーブルを蹴った事、大声を出す事があ
　　　　　　　　　あった事を情報提供している。不機嫌になることなく行動の振り
　　　　　　　　　帰りを行っています。臨時薬継続処方となっています。
・河村　哲久様～妹様から連絡があったこと、最近の様子について情報提供する。本
　　　　　　　　人はイライラは最近落ち着いて来た事話し、団地に退院したい事や
　　　　　　　　い事やくるみの里利用したい事話しています。疼痛時のカロナール

　　　　　　　　（200）1T　7回分処方、臨時薬継続処方となっています
・工藤　みず紀様～内服薬変更ありません。
・小泉　裕子様～妄想言動著明で神様がいることや山口の病院で排卵検査をする等話
　　　　　　　しています。臨時薬継続処方となっています。
・成田　賀枝様～コーヒーをクリープ1回/日のみ許可。レボフロキサシン点眼液処方となっています。
・中居　伊佐男様～検査拒否している事、口論となっている患者様に粗暴行為を行っ
　　　　　　　　　ていることや他患者様に怒鳴る事が増えている事を情報提供。

　　　　　　　　　診察室近くで診察状況を伺う様子あり、声かけるも診察を拒否。

　　　　　　　　　トイレにこもり、診察を拒否しています。
・橋本　喜久子様～話し相手がいないため、一人で話していると説明しています。
　　　　　　　　　下肢疼痛もないと話しています。臨時薬継続処方となる。処方変更ありません。

＜皮膚科診察情報＞
・下川戸　長司様～プレドニゾロン錠（5）0.5T継続で7日分処方となっています。
・佐々木　章洋様～クレマスチン（1）2T継続で7日分処方となっています。
・船田　泰子様～陰部にエキザルベ処方となっています。
・松川　順子様～テルビナフィン軟膏なくなり次第治癒の為皮膚科終了となってい
　　　　　　　　ます。
